
　理解が深まる
　資質・能力の育成に役立つ
　基礎・基本が身に付く

２年改訂／３年は翌年度改訂

ワークシートのように使える
教科書課題に対応した紙面！
板書や自分の考えを書き込める
ノートスペース！

知識の確認ができる問題を増設！

探究的な学習に対応
「探究・テーマ学習」！

章全体のまとめと活用力が
育成できる「まとめと活用」！

体育実技の自己評価にも活用できる！

知識の定着に活用できる問題は
ウェブサイトに掲載（予定）

●地域資料付き（分冊、一部地域を除く）

学習ノート
教材

教科書完全準拠の
学研の

改訂新版！

年 度
８
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８年度令和

●別冊解答付き ●教師用赤刷あり

完全準拠 !
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学研の教科書に

■B5判　■88ページ　■本文オールカラー
■体育編／保健編／体育実技で構成
■定価　520円（本体473円＋税）

1年 2年
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学習の課題1

◇教科書の章デジから、この時間のデジタルコンテンツや時間のまとめ・振り返りシートを活用しよう。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
や
効
果
と
学
び
方
や
安
全
な
行
い
方

ウォームアップ
課題の発見

学びを生かす
学びの活用

　今後、スポーツを日常的に行うとどんな効果が期待できそうですか。自分の経験やこれ
までに見たり聞いたりしたことなど、できるだけ多く挙げてみましょう。

　この先の人生で、スポーツを続けていたらどんなよ
いことがあると思いますか。
　また、生活以外でスポーツなどの体を動かすことを
していなかったら、どんな影響があると思いますか。

教科書 p.74 ～ 75

スポーツが心身と
社会性に及ぼす効果1

運動が記憶力を高める
　運動には、体力の維持・向上や欲求の充足、精神的なストレスの
解消などのほかにどんな効果があるでしょうか。最近の研究から、
運動は学習能力や記憶力の向上にも効果があると考えられるように
なっています。軽いランニングなどの運動を自分から進んで行うこ
とで、学習や記憶に深く関わる脳の一部の神経細胞が増加すること
がわかったためです。また、強制的に運動をさせられた場合には、
このような効果がないこともわかっています。

 （　体力　）は活力のある生活を送っていくための土台となるもので、（　健康　）に生活す
るための体力と、（　運動を行う　）ための体力がある。
運動不足は（　体力の低下　）や生活習慣病などを引き起こす原因となる。
　 スポーツの技術が身に付いたり、目標に到達できたりすると、（　達成感　）を得ることが
でき、それが積み重なると、自分の能力に（　自信　）が持てるようになる。
　 スポーツには（　ストレス　）解消や、（　リラックス　）効果もある。
 年齢や性別、（　障害　）の有無など、さまざまな違いをこえてスポーツを行う際には、

　（　社会性　）が求められる。

ミニサイエンスミ

エクササイズ
課題の解決

　インターネットなどで、「フェアプレイ」「チームワーク」
「スポーツマンシップ」についての記事を探し、よい・すば
らしいと感じた点を出し合ってみましょう。

スポーツではなぜこのような記事などが多いのか、考えてみよう。見方・考え方

知識の確認

記入しよう

ダウンロードできます。※URLは表紙裏に掲載

●【わかる】　スポーツは、体と
心や社会性にどんな効果があ
るのでしょうか。

●【考える】　自分にとって、ス
ポーツにはどんな効果がある
か考えてみましょう。

※ここでは、教科書に記載されてい
る課題だけでなく、指導の工夫に
応じて設定した課題や、生徒が自
ら見つけた課題を記入することも
できる。

◇ ウォームアップに取り組んだ後、
学習の課題を確認する。

①スポーツが体に及ぼす効果
　〇体に及ぼす効果：体の発育・発達、運動機能の上達、体力の維持・向上
　〇体力：活力のある生活を送っていくための土台となるもの
　　・健康に生活するための体力　　　　・運動を行うための体力
②スポーツが心に及ぼす効果
　〇心に及ぼす効果
　　・達成感を得ることができる。　　　・自分の能力に自信を持てるようになる。
　　・精神的なストレスを解消したり、リラックスさせたりする。
③スポーツが社会性に及ぼす効果
　〇さまざまな違いを超えてスポーツを行う際には……社会性が求められる。
　　・ルールやマナーについてお互いに納得して合意する。　・好ましい人間関係を築く。
　※ スポーツ活動や体育の授業において、決めたルールを受け入れたり、仲間と教え合ったり、
相手のよいプレイをたたえたりすることなどを通して、社会性が高まっていくことが期待
される。

　　　　　　　　　　マウスにおいて、運動が神経細胞の成長促進作用や、長期記憶増強、学習能改善などの作用を増加させることがわ
かった。ヒトでも運動が不安の低減や高齢者の認知機能向上に関連することが明らかになり、運動の効果が注目されている。
　　　　　　　　　　ミニサイエンスの補足

例： 体力が低下する、肥満は生活習慣病を引き起こす、

自分の能力に気づく機会が減る、ストレスがた

まる。など

例：体力の向上、運動後に気持ちよさを感じた。など

▲２年p.4～5

▲２年 p.34 ～37

教師用の表紙裏には、知識の定着に活用できる問
題にアクセスできる二次元コードを掲載しており、
指導資料をダウンロードできます。詳しく
は、裏面の Point ７をご覧ください。

「ミニサイエンス」では、学習内容に関わりの深
い読みもので興味・関心を高められます。
教師用には補足説明付き。

▲▲２年２年 343444 3737
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保健のまとめと活用 １

活用 1
健康な生活と病気の予防②

３３

次の各文で、その内容が正しい場合には○、間違っている場合に
は×で答えなさい。

２２

４４

５５

次の各文の（　）に当てはまる適切な言葉を答えなさい。

次の表や各文の（　）に当てはまる適切な言葉を答えなさい。

次の各文の（　）に当てはまる適切な言葉を下から選び、記号で
答えなさい。

次の各文の（　）に当てはまる適切な言葉を下から選び、記号で
答えなさい。

 生活習慣病とは、生活習慣がその発症や進行に関係する病気の総称で

❷ 高血圧や糖尿病のほか、がん、心臓病、脳卒中などは、生活習慣と関
係が深い。
❸ 問題となる生活習慣とは、運動や休養の不足、食生活の乱れだけであ
る。
❹ 生活習慣病は中高年になってから発症する病気のため、子供には関係
ない。

１．たばこの煙の中の主な有害物質

１． 動脈硬化は、血管の壁に（　❶ ）などの脂肪がたまり、血管が硬
くもろくなった状態である。また、（ ❷　）のとりすぎやストレ
スなどは、高血圧につながる。

２．動脈硬化や高血圧は、心臓病や（　❸ ）を引き起こすもとになる。❸
３． 糖尿病は、血液に含まれる（ ❹　）の量が異常に多くなる病気で
ある。

４． 歯磨きの不適切な習慣や磨き方、（　❺　）のとりすぎ、喫煙など
は、歯周病につながる。

５． 生活習慣病は、定期的に（　❻ ）を受けることで早期発見・早期
治療をし、生活習慣を改善できれば、その多くは（　❼　）を食い
止めたり、改善させたりすることができる。

６． 健康的な生活習慣づくりには、個人の意識的な取り組みとそれを支
援する（　❽　）の整備も必要である。

１． 喫煙者がたばこから吸い込む煙を（ ❶　）、たばこの先から出る
❷

❷
❸

❹ ❹
❺

１．  がんは、正常な細胞の遺伝子がきずついてがん細胞に変化し、その
がん細胞が無秩序に増殖して（　❶　）の働きを侵してしまう病気
である。

２． がんの主な原因は、喫煙や飲酒、（ ❷　）のとりすぎなどの食生活、
（　❸ ）などの生活習慣と、細菌・ウイルスである。

３． がんの危険性を減らす方法には、禁煙、節酒、（　❹　）の見直し、
身体活動、適正体重の（　❺　）などがある。

４． がんの予防や進行の防止には、（　❻　）の受診が大切であり、
（ ❼ ）・早期治療により、回復したり進行を食い止めたりできる
ようになってきている。

ア．運動不足　 イ．塩分　　ウ．維持　　 エ．がん検診
オ．早期発見　 カ．器官　　キ．食生活

２２

●❶ コレステロール

●❷ 塩分

●❸ 脳卒中

●❹ ブドウ糖（血糖）

●❺ 砂糖

●❻ 検査

●❼ 進行

●❽ 社会的環境

４４

●❶ 依存性

●❷ タール

●❸ 酸素

●❹ 血圧

●❺ せき

●❻ 運動

●❼ 依存症

●❽ がん

●❾ 法律

５５

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺

●❶

●❷

●❸

●❹

●❺
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●❶ カ

●❷ イ

●❸ ア

●❹ キ

●❺ ウ

●❻ エ

●❼ オ

●❶ ○

●❷ ○

●❸ ×

●❹ ×

有害物質 悪影響

ニコチン ・血管を収縮させる。
・（　❶　）がある。

（　❷　） ・発がん性物質を多く含んでいる。

一酸化炭素
・（　❸　）の運搬能力を低下させる。
・血管をきずつける。

２． たばこを吸うと、毛細血管の収縮、（　❹　）の上昇、酸素運搬能
力の低下、（ ❺　）、心臓への負担など、さまざまな急性影響が現
れる。そして、（　❻ ）能力の低下などを引き起こす。

３． 心身の発育・発達期は、喫煙の影響を受けやすく、（ ❼　）にな
りやすい時期である。また、喫煙開始年齢が早いと喫煙期間が長く
なるため、（ ❽　）や心臓病などの病気にかかりやすくなる。20
歳未満の喫煙が（　❾　）で禁止されているのは、このためである。

❶
❷

❸

❹
❺

喫 者 吸 （ ❶ ）
煙を（煙を（煙を（煙を（煙を（　❷❷❷❷❷❷ ）という）という）という。）という。）と う。

２２ 喫煙者 近喫煙者 近く 人 ❷❷ 喫煙者 き出すや喫煙者 吐き出す煙を煙を吸 込む

５５５５

❶❶❶❶❶❶❶●●●●●●●●●●●●● エエエエエ

保健のまとめと活用 １

「健康な生活と病気の予防②」のキーワードです。教科書でもう一度確認しておきましょう。

生活習慣病　　　 動脈硬化　　　　　 高血圧　　　　 心臓病　　　　　 脳卒中
糖尿病　　　　　 歯周病　　　　　　 歯垢 
がん　　　　　　 がん検診　　　　　 早期発見　　　 早期治療
有害物質　　　　 依存性（教科書 p.92） 主流煙　　　　 副流煙　　　　　 受動喫煙
アルコール　　　 急性中毒　　　　　 依存性（教科書 p.94） アルコール依存症
薬物乱用　　　　 依存性（教科書 p.96） 覚醒剤　　　　 大麻
個人の要因　　　 社会的環境の要因

●生活習慣病を予防するために中学生のうちからできることを、三つ以上挙げてみよう。

キーワード

知識の活用

学習内容を整理できる
確認問題

協働的な学びを助ける知識の定着が図れ、予習や
復習にも使用できます。

章全体のまとめと
活用力を育む問題
で評価にも対応

各章末に、学習内容についてま
とめた問題があり、評価に活用
することができます。

55

方眼ノートなので、図や絵を描いたり、プリントを貼ったりすること
もできます。教師用には板書例を掲載。

板書や調べたことなどが十分に書き込め、ノート
として活用できる「要点の整理・ノート」2

3

評価と活用力育成に 
役立つ

まとめと活用

各
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
重
要
語
句
）
の
チ
ェ
ッ
ク

や
、
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
を
育
む
問
題
も
掲
載
。

学習への興味・関心や取り組み度合いを、
教科書と同じ「とりくメーター」で自己評
価することができます。

▲ ２年 p.52 ～53

保健体育の知識の習得から、対話的な学習、活用、探究まで、

このノート教材１冊で。
　体育編と保健編では、１時間を見開きの２ページ
で構成しています。教科書に沿った課題に取り組む
ページ（左側ページ）、要点をまとめることができ
るノートスペースや重要事項を確認する問題などの
ページ（右側ページ）があり、授業時間だけでなく、
予習や復習に活用することもできます。

▲ 目にやさしく、書き込みやすい紙を使用しています。

※ページ見本は「教師用」です。　※掲載している内容は、制作中のため変更になる場合があります。
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探 究

３テーマ学習探究 自然災害に備えて

自然災害に対する活動について調べてみよう。

▲ マイ・タイムラインを作る前に、自分や家の人の行動の仕方について考えてみましょう。

▲ 地域の防災活動について調べたり、自然災害が起きた後の生活について考えたりしてみま
しょう。

テーマ

４４

テーマ

２２

国や自治体が行う防災について考えてみよう。

洪水などに備えて、どう行動するか考えてみよう。

周りの人とできる防災について考えてみよう。

▲ 自然災害について調べたり、安全を守る行動について考えたりしてみよう。

自分でできる防災について考えてみよう。

自然災害に備えて

●地

●自然災害に対する備え

・災害の速報や警報などにはどんなものがあるか。

・ 自然災害の種類ごとや自分自身のいる場所・状
況ごとに、どのように避難したり、安全を守る

・ 非常用持ち出し品、ふだんから持っておくとよ

●被害を最小限にするための知識や技能
・消火器や救助用器具の使い方を知る。
・自分でできる応急手当を身に付ける。

●
・自分たちの住んでいる地域の防災計画はどのようになっているか。
・消防署や防災施設の対応はどのようになっているか。

●自然災害に関する情報・サービスなど
・自然災害に対する研究、法律や警報・注意報などの整備。
・自然災害に対する情報の提供（広報、防災無線、インターネットなど）。
・応急手当などの講習会の実施。
・災害用伝言ダイヤル・災害用伝言板の整備。

●７つの基本的な行動

自然災害 知識自然災害自然災害 知識知識 行動自分自身自分自身 行動行動

自然災害 活動活動に対するに対する自然災害自然災害 活動活動

防災運動会 避難所運営

避難しやすい
服装に着替え
る

１

住んでいると
ころと上流の
雨量を調べ始
める

５

今後の台風の
動きを調べ始
める

３

避難完了７

避難するとき
に持っていく
物を準備する

２

川の水位を
調べ始める４

安全なところ
へ移動を始め
る

６

▲ 家の人がいるときや、自分だけのとき
にどんな行動が必要か考えてみよう。

地震地震地震地震地震地震震

竜巻竜竜巻竜巻竜

台台台風台風風風台台風風風台台風・風・
大雨大雨雨雨大大大大雨雨

火山火山火山火山火山火火火山山山火火火火山火山山火山山山山火火火
噴火噴火噴火噴火噴火噴火

大雪大雪大雪大雪雪雪

「担架リレー」などの体験を通して、地域の人
たちとの連携や防災についての知識を学ぶ。

地域の人たちと一緒に、
受付などを手伝う。

豊富な資料でより深い学びを
実現

保健体育の「見方・考え方」を働かせなが
ら、探究的な学習や自由研究などにも活用
できます。

教科書に合わせて、「主体的
な学び」、「課題発見・課題解
決・実践力」、「協働的な学
び」を育むことができます。

4

教科書完全準拠の
ワークシートとして使用可能

教科書に沿って、課題発見・課題解決力を身に付
けることができます。

1

探究的な学習に対応した

探究・テーマ学習

協働的な学習で、よいと思った意見や、参
考になったこと、自分で気づいたことなど
を書くスペースを設けています。

教科書の「学習の課題」や、生徒が自ら見つけた
課題を記入することができます。※赤字は記入例
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体
育
実
技

◎よくできた　○できた　△もう少し

■
球
技
（
ゴ
ー
ル
型
）

知識・技能

サッカーの特性や成り立ちを理解することができた。

サッカーで高まる体力を理解することができた。

技術の名称や行い方を理解し、基本的なボール操作を身に付けることができた。

ボール操作と空いている場所に走り込むなどの動きで、ゴール前で攻防することができた。

思考・判断・表現
自分やチームの課題を発見し、課題解決に向けて練習を工夫して行うことができた。

自分やチームで考えたことを、他の人に伝えることができた。

主体的に学習に
取り組む態度

ゲームや練習に積極的に取り組み、勝敗を競う楽しさを味わうことができた。

ルールやマナー、フェアプレイを守り、健康・安全に注意して学習することができた。

作戦などの話し合いに積極的に参加し、貢献することができた。

一人一人の違いに応じたプレイを認め、仲間にアドバイスしたり、助け合ったり教え合ったりして
学習することができた。

■サッカーの学習を振り返って、チェックしてみよう。

サッカー

１．Aが①に詰め寄られたとき、BとCは、Aからパスを
もらうためにどのような位置に動いたらよいか答えな
さい。

２．①は、Aに対してどのような位置に立つとよいか答え
なさい。

次の図は、フットサルコートを使って、ゴールキーパーを含めた５人対５人で行うゲームの
一場面を示しています。次の各問いに答えなさい。５５

１． ボールが（ ❶ ）を完全に越えて外に出たときに、最後にボールに触
れたプレイヤーの相手側のチームからのスローインとなる。スローイン
は（ ❷　）を均等に使い、頭の後方から（ ❸　）を通して投げ入れ
る。スローインを行うチームの相手プレイヤーは、スローインが行われ
る地点から（ ❹ ）ｍ以上離れる。

２． オフサイドポジションとは、フィールドの（ ❺　）にいる、ボールよ
り相手ゴールラインに近いところにいる、後方から（ ❻　）の相手プ
レイヤーより相手ゴールラインに近いところにいるときのことで、その
ポジションにただいるだけではオフサイドと判定されない。

１．図❶は、ボールの落ち際をよく見て、やや（ 膝　）をかぶせるようにボールをコントロールする。
２． 図❶では、ボールの（　バウンド直後　）に、地面と足で三角形をつくってボールをコントロールす

ることが大切である。
３ ．図❷はボールが当たる瞬間、（　胸 ）の力を抜く。
４．図❸はボールが当たる瞬間、（　もも　）を脱力する。
５．図❷、❸では、柔らかい物にボールが当たるとスピードが吸収される要領で、関節を
　　（　リラックス　）させてボールをコントロールすることが大切である。

B

ドリブル
人の動き

ルールについて、次の各文の（　）に当てはまる適切な言葉や数字を答えなさい。

❶ タッチライン

❷ 両手

❸ 頭上

❹ ２

❺ 相手陣内

❻ ２人目

次のトラッピング（浮いているボールの処理）の図を見て、各文の（　）に当てはまる適切
な言葉を答えなさい。
❶ ❷ ❸

２２

強いボールを遠くに飛ばすインステップキックについて、次の図を見て、「助走」、「蹴り足」
の動きのポイントを、それぞれ答えなさい。３３

インステップキック
１．助走

２．蹴り足

４４ 壁パス（ワンツーリターン）を成功させるためのポイントについて、次の図を見て、（　）
に当てはまる適切な言葉を答えなさい。

　壁パスは、①の背後のスペースを、
ワンタッチパスを使って攻めるとき
に有効である。
Aは、自分をマークする①をでき
る限り引き寄せると、Bにパスを出
した直後に、①の（ 背後　）に走
り込みやすくなる。
Bは、Aの足元ではなく、Aが

（ 走り込むスペース　）へパスを
出す。

①（防御者） 攻撃方向
展開１

攻撃方向
展開２

パス

サッカー

（例）ボールに対して斜め後方から入る。

（例）足裏を固定し、足の甲の中心で蹴る。

※ この内容は、『中学体育実技』（Gakken）に準
拠しています。問題によっては、表現の違い
など、ここで示した以外の解答が考えられる
場合があります。ご指導の際には、ご留意く
ださいますようお願いいたします。

（例） Aとの間に防御者がいない、パスが受けられ

る位置に動く。など

（例） シュートコースを確実に消すことを考えて、

マークする相手とゴールの間に立つ。など

自主学習で

　本書の冒頭に「使
い方」を示しており、
生徒自らが主体的に
学習することができ
ます。

新体力テストで

　巻末には、そのまま
使える新体力テスト記
録表と判定表がありま
す。一人１枚の使用が
可能です。

『中学体育実技』に対応！
　（Gakken 中学校体育副読本）

● 令和８年度は、２年のみが
内容改訂となります。

学年 令和７年度 令和８年度 令和９年度
１年 改訂新版
２年 現行版 改訂新版
３年 現行版 現行版 改訂新版

思考力・判断力・表現力等に対応した問題も導入。

体育実技の自己評価にも
活用できる体育実技のまとめ

種目などの特性や技術の確認のほか、学習全
体の振り返りにより自己評価することもでき
ます。

66

▲２年 p.72～73

▲２年 p.88

▲

２年裏表紙裏

知識の定着に活用できる指導資
料はウェブサイトに掲載（予定）

各時間の「知識の確認」、「体育実技のまとめの
問題」を用意しています。（改変可能なWord
形式。解答付きも用意。）

7

ほかにも、
こんな場面で
活用できます！

教師用にプラス

指導資料

体育実技のまとめもできる

体育実技

教師用 の表紙裏に掲載している
二次元コードからアクセスできます。

※制作中のため、変更になる場合があります。

学習全体の振り返りにより、自己評価
できるチェック表を掲載。

学研 学校教育ネット




